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〈
２
面
に
つ
づ
く
〉

公
団
王
子
五
丁
目
団
地
自
治
会

第
48
回
定
期
代
議
員
総
会

日

時

４
月
28
日(

日)

午
後
1
時
～
2
時

場

所

団
地
集
会
所
（
６
号
棟
）

出
席
者

定
期
総
会
代
議
員
・
役
員
・
会
計

監
査
等

議

題
◇
２
０
２
３
年
度
活
動
報
告
、
決
算

報
告
・
同
会
計
監
査
報
告

◇
２
０
２
４
年
度
活
動
方
針
案
、
予

算
案

◇
選
挙
管
理
委
員
会
の
報
告

◇
そ
の
他

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
は
５
類
に
移
行
さ
れ
、
自
治
会
の
諸
行
事
が
復
活
し
、
外
出
や
活
動
が
も
ど
り
つ
つ

あ
り
ま
す
。
昨
夏
は
「
地
球
沸
騰
化
」
と
言
わ
れ
る
く
ら
い
、
温
暖
化
が
す
す
み
ま
し
た
。
１
月
に
は
能
登
半

島
地
震
が
起
き
、
さ
ら
に
災
害
に
対
す
る
取
り
組
み
強
化
が
も
と
め
ら
れ
ま
す
。
非
正
規
雇
用
が
進
み
、
高
齢

者
に
は
医
療
費
の
負
担
が
増
え
、
円
安
、
資
源
高
、
戦
争
紛
争
等
世
界
中
が
不
安
定
の
な
か
、
光
熱
費
、
食

料
、
日
用
品
な
ど
物
価
高
騰
が
家
計
の
負
担
を
重
く
し
て
お
り
、
居
住
者
の
不
安
は
増
え
て
い
ま
す
。

機
構
法
25
条
４
項
の
「
家
賃
減
免
」
の
実
施
や
修
繕
枠
拡
大
を
も
と
め
て
活
動
し
て
い
き
ま
す
。
生
活
不
安
が

続
く
な
か
、
居
住
者
が
安
心
し
て
住
み
続
け
ら
れ
る
よ
う
に
、
高
齢
者
が
年
金
で
も
住
み
続
け
ら
れ
る
家
賃
を

め
ざ
し
、
全
国
統
一
行
動
、
国
会
議
員
や
都
・
区
議
会
へ
の
要
請
活
動
を
継
続
し
て
い
き
ま
す
。
公
団
住
宅
を

「
終
の
棲
家
（
つ
い
の
す
み
か
）
」
と
す
る
た
め
に
「
住
宅
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
」
の
一
翼
を
担
い
、
安
心
し

て
住
み
続
け
ら
れ
る
公
共
住
宅
と
し
て
位
置
づ
け
る
た
め
に
国
の
住
宅
政
策
を
変
え
、
公
共
住
宅
と
し
て
守
る

取
り
組
み
を
強
め
な
が
ら
、
今
期
も
、
居
住
者
の
方
々
の
協
力
を
得
な
が
ら
、
活
動
を
す
す
め
て
い
き
ま
す
。

公
共
住
宅
を
守
り
、
よ
り
よ
い
住
宅
管
理

を
要
求
し
、
安
心
し
て
住
み
続
け
ら
れ
る

王
子
五
丁
目
団
地
に
す
る
た
め
に

１
、
「
Ｕ
Ｒ
賃
貸
住
宅
ス
ト
ッ
ク
活
用
・
再
生
ビ
ジ
ョ

ン
」
に
対
し
、
十
分
な
話
し
合
い
の
中
で
す
す
め
る
よ
う

は
た
ら
き
か
け
ま
す
。

２
０
１
３
年
12
月
の
「
閣
議
決
定
」
に
も
と
づ
き
、
入

居
開
始
が
昭
和
40
年
団
地
は
ス
ト
ッ
ク
再
生
方
針
へ
と
変

更
さ
れ
、
２
０
３
３
年
ま
で
に
建
て
替
え
や
、
削
減
、
売

却
で
35
万
戸
の
削
減
が
計
画
さ
れ
て
い
ま
す
。
団
地
居
住

者
の
生
活
実
態
を
ふ
ま
え
、
自
治
会
や
居
住
者
と
の
話
し

合
い
や
、
住
ま
い
の
安
定
を
は
か
り
な
が
ら
は
た
ら
き
か

け
て
い
き
ま
す
。

２
、
家
賃
引
き
上
げ
幅
拡
大
と
改
定
周
期
短
縮
等
の
施

策
に
反
対
す
る
運
動
を
す
す
め
ま
す
。

①
「
継
続
家
賃
改
定
ル
ー
ル
」
に
よ
る
改
定
が
最
短
２
年

ご
と
の
契
約
日
更
新
の
実
施
に
対
し
、
家
賃
見
直
し
に
よ

る
値
上
に
反
対
し
、
収
入
に
応
じ
た
家
賃
制
度
確
立
を
も

と
め
ま
す
。

②
政
府
に
対
し
、
Ｕ
Ｒ
賃
貸
住
宅
を
公
共
住
宅
と
し
て
守

る
こ
と
を
も
と
め
、
Ｕ
Ｒ
都
市
機
構
（
以
下
機
構
）
に
対

し
て
、
賃
貸
住
宅
の
売
却
・
削
減
・
整
理
縮
小
及
び
定
期

借
家
契
約
の
導
入
に
反
対
す
る
運
動
を
す
す
め
ま
す
。

③
現
在
適
用
さ
れ
て
い
る
家
賃
特
別
措
置
の
継
続
を
も
と

⑤
機
構
と
北
区
で
締
結
し
て
い
る
「
大
規
模
な
水
害
に
お
け

る
一
時
的
な
緊
急
避
難
に
関
す
る
協
定
書
」
の
見
直
し
を
す

る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す

４
、
修
繕
問
題
、
共
同
購
入
に
取
り
組
み
ま
す

①
機
構
に
対
し
計
画
修
繕
の
的
確
な
実
施
を
も
と
め
ま
す
。

②
修
繕
項
目
の
機
構
負
担
区
分
を
居
住
者
へ
周
知
を
は
か

り
、
さ
ら
な
る
修
繕
項
目
の
前
進
を
も
と
め
ま
す
。

③
灯
油
、
襖
共
同
購
入
な
ど
、
会
員
世
帯
の
要
望
を
取
り
入

れ
な
が
ら
、
各
種
共
同
購
入
を
す
す
め
ま
す
。

５
、
団
地
生
活
の
モ
ラ
ル
向
上
と
居
住
環
境
を
ま
も
り
、

ル
ー
ル
の
確
立
、
防
犯
の
活
動
に
取
り
組
み
ま
す

①
団
地
内
や
地
下
鉄
駅
前
の
「
不
法
」
駐
輪
・
放
置
自
転
車

対
策
を
機
構
と
話
し
合
い
、
居
住
者
用
自
転
車
置
き
場
の
整

備
等
推
進
し
ま
す
。

②
ジ
ャ
パ
ン
ミ
ー
ト
利
用
者
の
駐
輪
自
転
車
の
整
理
等
対
策

を
機
構
や
ジ
ャ
パ
ン
ミ
ー
ト
に
は
た
ら
き
か
け
ま
す
。

③
団
地
内
の
共
用
部
分
を
大
切
に
す
る
よ
う
呼
び
か
け
て
い

き
ま
す
。

④
生
活
騒
音
へ
の
配
慮
や
水
漏
れ
事
故
防
止
を
呼
び
か
け
る

と
と
も
に
ペ
ッ
ト
問
題
を
含
む
集
合
住
宅
の
基
本
的
な
マ
ナ

ー
確
立
を
は
た
ら
き
か
け
て
い
き
ま
す
。

⑤
団
地
内
に
お
け
る
事
故
や
落
書
き
な
ど
の
犯
罪
防
止
を
警

察
や
機
構
な
ど
と
協
力
し
て
す
す
め
ま
す
。

⑥
生
活
す
る
に
あ
た
り
、
日
常
的
ル
ー
ル
を
守
る
よ
う
機
構

に
は
た
ら
き
か
け
ま
す
。

⑦
各
階
共
用
部
分
へ
の
放
置
家
具
等
に
対
し
機
構
に
対
策
を

も
と
め
ま
す
。

６
、
Ｕ
Ｒ
都
市
機
構
、
Ｕ
Ｒ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
（
株
）
Ｊ
Ｓ

日
本
総
合
住
生
活
㈱
と
の
連
携
を
促
進
さ
せ
ま
す
。

①
団
地
管
理
業
務
の
民
間
参
入
に
よ
る
サ
ー
ビ
ス
低
下
を
招

か
な
い
よ
う
、
適
切
な
運
営
を
も
と
め
ま
す
。

②
共
益
費
に
つ
い
て
自
治
会
と
機
構
で
十
分
協
議
を
か
さ

ね
、
充
実
し
た
運
用
を
も
と
め
ま
す
。

③
緊
急
連
絡
員
制
度
に
つ
い
て
、
緊
急
時
の
利
便
性
を
機
構

と
協
力
し
な
が
ら
向
上
さ
せ
ま
す
。

④
Ｊ
Ｓ
日
本
総
合
住
生
活
（
株
）
の
修
繕
相
談
会
の
維
持
発

展
の
協
力
を
し
ま
す

１
、
王
子
給
水
場
上
部
利
用
に
つ
い
て
防
災
拠
点
な
ど
公
共

用
地
と
し
て
の
利
活
用
を
も
と
め
ま
す

２
、
高
齢
化
問
題
で
の
活
動
を
す
す
め
ま
す
。

①
居
住
者
の
高
齢
化
が
す
す
む
な
か
、
居
住
者
相
互
の
「
た

す
け
あ
い
の
会
」
も
さ
ら
に
発
展
さ
せ
ま
す
。

②
「
生
活
支
援
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
」
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ

ー
と
の
連
携
を
す
す
め
ま
す
。

３
、
Ｅ
ラ
ウ
ン
ジ
の
有
効
的
な
活
用
を
め
ざ
し
ま
す
。

た
だ
し
、
感
染
症
な
ど
十
分
に
対
策
を
た
て
な
が
ら
お
こ
な

い
ま
す
。

自
治
協
と
機
構
と
の
連
携
研
究
の
成
果
で
あ
る
、
自
治
会

管
理
の
Ｅ
ラ
ウ
ン
ジ
の
運
営
を
活
発
に
す
す
め
「
ふ
れ
あ
い

サ
ロ
ン
」
、
「
俳
句
教
室
」
、
「
映
画
会
」
の
取
り
組
み
を

お
こ
な
い
ま
す
。

王
子
光
照
苑
と
協
力
し
「
健
康
麻
雀
」
、
「
手
芸
教
室
」
な

ど
を
実
施
し
、
潤
い
の
あ
る
生
活
を
め
ざ
し
て
い
き
ま
す
。

４
、
生
活
に
お
い
て
た
の
し
い
各
種
行
事
や
取
り
組
み
を
お

こ
な
い
ま
す
。

①
「
第
48
回
団
地
ま
つ
り
」
は
7
月
27
（
土
）
・
28
日
（
日
）

の
２
日
間
開
催
を
予
定
し
ま
す
。
そ
の
他
「
フ
ェ
ス
タ
王
五
」
、

「
ク
リ
ス
マ
ス
会
」
な
ど
居
住
者
交
流
の
各
種
行
事
は
み
な

さ
ん
の
要
望
を
と
り
い
れ
、
内
容
の
充
実
や
見
直
し
を
お
こ

な
い
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

②
「
し
ら
か
ば
会
（
敬
老
会
）
」
に
つ
い
て
は
、
対
象
者
の

増
加
に
と
も
な
う
会
場
の
問
題
も
あ
り
、
検
討
を
お
こ
な
い

な
が
ら
開
催
し
ま
す
。
ま
た
、
小
学
校
新
入
学
児
童
・
新
成

人
へ
の
お
祝
い
を
実
施
し
ま
す
。

５
、
地
球
環
境
保
護
、
リ
サ
イ
ク
ル
活
動
を
定
着
・
発
展
さ

せ
ま
す

①
排
出
ゴ
ミ
の
減
量
を
め
ざ
す
活
動
を
す
す
め
ま
す
。

②
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
、
「
空
き
カ
ン
・
ビ
ン
」
ペ
ッ
ト
ボ

ト
ル
、
古
紙
の
リ
サ
イ
ク
ル
体
制
を
維
持
・
発
展
さ
せ
ま
す
。

③
リ
サ
イ
ク
ル
活
動
に
必
要
な
環
境
・
条
件
整
備
を
機
構
や

北
区
に
働
き
か
け
ま
す
。

④
地
球
環
境
保
護
に
つ
い
て
は
、
機
構
や
北
区
と
と
も
に
す

す
め
て
い
き
ま
す
。

６
、
北
区
と
機
構
が
連
携
し
た
地
域
医
療
福
祉
拠
点
に
対
し

自
治
会
の
役
割
を
反
映
し
て
い
き
ま
す
。

７
、
北
区
・
公
的
機
関
の
委
託
業
務
を
お
こ
な
い
居
住
者
と

の
パ
イ
プ
の
役
割
を
果
た
し
ま
す
。

８
、
渉
外
活
動
、
関
係
団
体
と
の
連
携
・
協
力
を
す
す
め
ま

す
。

９
、
保
育
園
・
さ
く
ら
だ
こ
ど
も
園
・
小
中
学
校
と
の
連
携

を
す
す
め
ま
す
。

10
、
自
治
会
独
自
の
、
会
員
世
帯
に
た
い
す
る
水
漏
れ
お
見

舞
い
制
度
を
引
き
続
き
お
こ
な
い
ま
す
。

11
、
北
区
王
子
町
会
連
合
会
の
構
成
団
体
と
し
て
、
「
区
民

ま
つ
り
」
、
「
平
和
祈
念
事
業
」
や
青
少
年
王
子
地
区
委
員

会
の
行
事
に
積
極
的
に
参
加
し
ま
す
。

め
ま
す

④
Ｕ
Ｒ
賃
貸
住
宅
で
は
募
集
家
賃
、
継
続
家
賃
が
値
上
げ

が
進
ん
で
い
ま
す
。
王
子
五
丁
目
団
地
で
も
10
号
棟
で
値

上
げ
が
実
施
さ
れ
ま
す
。
継
続
家
賃
の
値
上
げ
を
反
対
し

ま
す
。

⑤
高
齢
者
、
子
育
て
世
帯
、
障
が
い
者
世
帯
お
よ
び
低
所

得
世
帯
に
は
、
都
営
住
宅
並
み
家
賃
設
定
を
も
と
め
て
い

き
ま
す
。

⑤
低
所
得
高
齢
者
世
帯
向
け
健
康
寿
命
サ
ポ
ー
ト
住
宅
の

拡
大
を
も
と
め
ま
す
。

３
、
首
都
直
下
型
地
震
や
水
害
な
ど
の
災
害
に
た
い
す

る
取
り
組
み
を
す
す
め
ま
す
。

①
首
都
直
下
型
地
震
や
水
害
へ
の
準
備
の
充
実
を
は
か

り
、
広
域
避
難
場
所
と
し
て
の
役
割
を
確
認
し
機
構
や
関

係
機
関
と
の
連
携
を
は
か
り
ま
す
。

②
自
治
会
の
自
主
的
な
防
災
組
織
の
い
っ
そ
う
の
充
実
を

居
住
者
と
と
も
に
は
か
り
、
防
災
意
識
を
高
め
る
た
め
、

防
災
訓
練
や
防
災
学
習
会
な
ど
を
と
お
し
て
す
す
め
ま

す
。

③
集
合
住
宅
で
の
災
害
準
備
を
提
案
し
、
居
住
者
へ
の
周

知
を
お
こ
な
い
ま
す
。

④
防
災
倉
庫
や
防
災
備
品
な
ど
の
点
検
、
充
実
を
は
か
り

ま
す
。

地
域
社
会
の
確
立
と
ゆ
た
か
な
団
地
づ
く

り
の
た
め
に

自
治
会
活
動
の
充
実
と
発
展

１
、
全
て
の
居
住
者
参
加
の
自
治
会
づ
く
り
を
め
ざ
し

ま
す

物価高騰の今「収入に応じた
家賃」・災害に強い団地へ
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〈
１
面
か
ら
の
つ
づ
き
〉

２
０
２
３
年
度
（
第
47
期
）
自
治
会

が
取
り
組
ん
だ
活
動
の
ま
と
め

１
、
公
団
住
宅
を
公
共
住
宅
と
し
て

守
り
、
住
み
よ
い
安
全
な
王
子
五
丁

目
団
地
に
す
る
た
め
に

安
心
し
て
住
み
つ
づ
け
ら
れ
る
公
団
住
宅
を

も
と
め
る
活
動

〈
３
面
下
段
に
つ
づ
く
〉

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
５
類
に
移
行
さ
れ
、
一
抹
の
不
安
を
か
か
え
つ
つ
自
治
会
の
行
事
が
通

常
に
近
い
形
で
動
き
出
し
た
年
度
で
し
た
。

「
第
13
回
団
地
の
生
活
と
す
ま
い
ア
ン
ケ
ー
ト
」
が
実
施
さ
れ
、
集
約
し
た
結
果
王
子
五
丁
目
団
地
で
も

高
齢
化
と
低
所
得
が
顕
著
に
な
っ
て
い
ま
す
。
度
重
な
る
物
価
の
高
騰
な
ど
で
家
賃
負
担
が
大
変
重
い
と
回

答
も
多
く
あ
り
、
滞
納
す
る
こ
と
へ
の
不
安
感
が
増
し
、
民
間
や
都
営
住
宅
へ
の
住
み
替
え
も
難
し
く
、
住

ま
い
を
失
う
こ
と
へ
危
機
感
を
抱
い
て
い
る
方
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
中
、
住
ま
い
を
守
る

た
め
、
住
宅
セ
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
の
さ
ら
な
る
前
進
や
修
繕
項
目
の
改
善
な
ど
、
全
国
公
団
住
宅
自
治
会
協

議
会
（
全
国
自
治
協
）
や
東
京
23
区
公
団
住
宅
自
治
会
協
議
会
（
23
区
自
治
協
）
と
と
も
に
、
政
府
を
は
じ

め
、
国
会
議
員
、
地
方
議
員
、
都
市
機
構
に
対
し
さ
ま
ざ
ま
な
要
請
行
動
を
お
こ
な
っ
て
き
ま
し
た
。

２
０
２
３
年
統
一
行
動
で
は
毎
年
の
積
み
重
ね
の
重
要
性
を
再
確
認
し
、
全
国
の
公
団
居
住
者
と
と
も
に

実
施
す
る
「
全
国
統
一
行
動
」
の
署
名
・
カ
ン
パ
行
動
は
、
居
住
者
の
み
な
さ
ん
の
協
力
を
い
た
だ
き
な
が

ら
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
安
心
し
て
住
み
続
け
ら
れ
る
公
共
住
宅
を
め
ざ
し
、
こ
の
一
年
を
振
り

返
り
、
運
動
や
活
動
を
課
題
別
に
報
告
し
ま
す
。

（
全
国
自
治
協
）

４
月
27
日

小
倉
將
信
初
代
「
こ
ど
も
家
庭
省
担
当
大

臣
」
へ
の
表
敬

５
月
31
日

公
明
党
Ｕ
Ｒ
住
宅
等
の
居
住
の
安
定
等
推

進
委
員
会

６
月

９
日

自
由
民
主
党
「
公
団
住
宅
居
住
者
を
守

る
議
員
連
盟
」
総
会

６
月
18
日

全
国
公
団
住
宅
自
治
会
協
議
会
定
期
総
会

７
月
18
日

国
土
交
通
省
住
宅
局
住
宅
局
長
と
懇
談

７
月
24
日

国
土
交
通
省
住
宅
局
住
宅
企
画
官
と
懇
談

９
月
28
日

国
土
交
通
省
と
の
意
見
交
換
会

11
月
17
日

自
由
民
主
党
「
公
団
居
住
者
を
守
る
議
員

①
会
員
は
自
治
会
活
動
の
基
礎
で
あ
り
、
全
居
住
者
に

入
会
の
働
き
か
け
を
ひ
き
つ
づ
き
お
こ
な
い
、
外
国
人

居
住
者
に
も
理
解
を
も
と
め
入
会
の
は
た
ら
き
か
け
を

お
こ
な
い
ま
す
。

②
団
地
内
す
べ
て
の
店
舗
に
「
賛
助
会
員
」
参
加
の
は

た
ら
き
か
け
を
お
こ
な
い
ま
す
。

③
団
地
内
の
変
化
に
対
応
で
き
る
自
治
会
に
す
る
た
め

の
検
討
を
す
す
め
ま
す
。

④
会
報
の
発
行
や
ポ
ス
タ
ー
の
掲
出
、
広
報
活
動
を
よ

り
分
か
り
や
す
く
充
実
さ
せ
す
た
め
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
・
Ｘ
も
活
用
し
て
い
き
ま
す

防
災
活
動

９
月
30
日
、
統
一
行
動
の
意
義
や
公
団
住
宅
の
現
状

を
ふ
ま
え
、
各
団
地
自
治
会
役
員
の
結
束
を
は
か
る
た

め
、
23
区
自
治
協
主
催
の
「
団
地
代
表
者
会
議
」
が
ヌ

ー
ベ
ル
赤
羽
台
団
地
集
会
所
で
開
催
さ
れ
興
梠
全
国
自

治
協
事
務
局
長
を
講
師
に
む
か
え
、
資
料
に
添
っ
て
説

明
を
受
け
、
借
家
人
の
権
利
と
住
み
続
け
ら
れ
る
家
賃

制
度
を
実
現
し
、
機
構
法
25
条
４
項
の
さ
ら
な
る
前
進

の
た
め
に
も
署
名
が
大
き
な
力
と
な
り
政
府
を
動
か
す

原
動
力
と
な
る
こ
と
な
ど
を
学
び
ま
し
た
。

ま
た
、
国
土
交
通
大
臣
宛
・
都
市
機
構
理
事
長
宛
の

署
名
提
出
行
動
を
続
け
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
こ
と
が

確
認
さ
れ
ま
し
た
。

10
月
29
日
か
ら
署
名
用
紙
の
全
戸
配
布
を
お
こ
な

い
、
第
1
回
目
の
締
め
切
り
を
11
月
12
日
（
土
）
と

し
、
署
名
未
提
出
世
帯
向
け
に
特
別
回
収
を
11
月
23
日

（
火
・
祝
）
屋
外
で
居
住
者
還
元
の
一
環
で
あ
る
ト
イ

レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
無
料
交
換
日
に
合
わ
せ
て
に
個
別
回

収
も
お
こ
な
い
ま
し
た
。

12
月
１
日
、
日
本
教
育
会
館
で
昨
年
よ
り
若
干
人
数

を
広
げ
た
規
模
で
「
全
国
公
団
居
住
者
総
決
起
集
会
」

が
開
催
さ
れ
全
国
の
公
団
居
住
者
の
署
名
用
紙
と
と
も

に
機
構
本
社
と
国
土
交
通
大
臣
宛
の
署
名
の
提
出
行
動

が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
王
子
五
丁
目
団
地
の
署
名
総
数

は
機
構
理
事
長
宛
５
５
１
世
帯
８
８
０
名
・
国
土
交
通

大
臣
宛
５
５
２
世
帯
８
８
０
名
。
カ
ン
パ
総
額
３
４

３
，
１
７
０
円
を
居
住
者
の
み
な
さ
ん
か
ら
協
力
を
え

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

２
、
地
域
社
会
の
確
立
と
ゆ
た
か
な

団
地
づ
く
り

リ
サ
イ
ク
ル
活
動

２
０
２
３
年
全
国
統
一
行
動
へ
の
と
り
く
み

諸
行
事
等
の
開
催

10
月
31
日
、
北
区
危
機
管
理
課
の
協
力
で
水
害
対
策

と
し
て
マ
イ
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
講
習
会
を
実
施
。
11
月
15

日
、
毎
年
実
施
さ
れ
て
い
る
Ｕ
Ｒ
と
災
害
用
伝
言
ダ
イ

ヤ
ル
、
災
害
用
伝
言
版
を
利
用
し
た
緊
急
時
通
報
訓
練

を
実
施
。
２
０
２
４
年
２
月
18
日
、
王
子
桜
中
学
校
で

開
催
さ
れ
た
「
避
難
所
立
ち
上
げ
訓
練
」
に
居
住
者
と

役
員
で
参
加
し
ま
し
た
。

北
住
ま
い
セ
ン
タ
ー
交
渉

団
地
内
工
事
（
団
地
環
境
整
備
第
一
期
）

道
路
お
よ
び
来
客
用
駐
車
場
の
舗
装
打
ち
換
え
・
植

栽
整
備
・
汚
水
管
整
備
他
、
屋
外
の
工
事
が
終
了
し
、

第
二
期
の
団
地
環
境
整
備
工
事
の
説
明
会
が
４
月
１
６

日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

緊
急
連
絡
員
受
託
と
来
客
用
駐
車
場
運
営

「
第
47
回
団
地
ま
つ
り
」
を
は
じ
め
、
「
フ
ェ
ス
タ

王
五
」
は
感
染
対
策
を
お
こ
な
い
な
が
ら
実
施
を
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

「
新
年
会
」
は
飲
食
を
伴
う
た
め
中
止
と
し
ま
し
た
。

「
し
ら
か
ば
会
（
旧
敬
老
会
）
」
は
昨
年
に
つ
づ
き
お

祝
い
の
会
は
中
止
と
し
ま
し
た
が
、
米
寿
・
喜
寿
の
方

へ
お
祝
い
と
し
て
北
区
共
通
商
品
券
を
届
け
ま
し
た
。

会
員
世
帯
の
新
成
人
・
小
学
校
新
入
学
児
童
へ
の
お

祝
い
を
実
施
し
ま
し
た
。

リ
サ
イ
ク
ル
活
動
で
は
、
古
紙
・
雑
誌
・
古
着
・
段

ボ
ー
ル
の
分
別
回
収
（
２
０
２
３
年
度
合
計
約
１
０
９

ト
ン
）
、
空
き
カ
ン
・
ビ
ン
の
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
回
収
に

引
き
つ
づ
き
取
り
組
み
ま
し
た
。

区
か
ら
の
資
源
回
収
報
奨
金
を
資
金
と
し
た
居
住
者

還
元
の
再
生
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
の
全
戸
無
料
交
換

を
、
11
月
13
日
か
ら
11
月
22
日
の
期
間
、
自
治
会
事
務

所
で
実
施
し
、
11
月
19
日
（
日
）
署
名
の
回
収
と
と
も

に
特
別
交
換
も
お
こ
な
い
ま
し
た
。
再
生
紙
使
用
の
ト

イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
の
通
年
販
売
も
お
こ
な
い
ま
し

た
。
２
０
２
３
年
４
月
か
ら
実
施
さ
れ
て
い
る
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
分
別
回
収
に
つ
い
て
も
広
報
紙
な
ど
で
居
住
者

へ
の
周
知
を
お
こ
な
い
ま
し
た

緊
急
連
絡
員
委
託
業
務
で
は
、
祝
祭
日
の
集
会
所
の

鍵
貸
出
し
、
引
っ
越
し
時
の
車
止
め
の
鍵
貸
し
出
し

や
、
夜
間
の
水
漏
れ
対
応
な
ど
の
業
務
を
お
こ
な
い
ま

し
た
。

自
治
会
管
理
の
来
客
用
駐
車
場
（
４
号
棟
裏
の
５
台

分
）
の
貸
出
業
務
も
お
こ
な
い
ま
し
た
。

自
治
会
員
特
典
の
コ
イ
ン
パ
ー
キ
ン
グ
の
割
引
チ
ケ

ッ
ト
は
販
売
終
了
と
な
り
チ
ケ
ッ
ト
の
使
用
不
可
と
な

り
ま
す
。
（
手
元
に
チ
ケ
ッ
ト
が
あ
る
場
合
は
自
治
会

事
務
所
で
払
い
戻
し
が
で
き
ま
す
）

10
月
10
日

共
産
党
都
議
団
と
の
意
見
交
換
会

11
月
29
日

地
元
国
会
議
員
へ
の
要
請
行
動

２
０
２
４
年

２
月
17
日

北
ブ
ロ
ッ
ク
北
住
ま
い
セ
ン
タ
ー
と
の
交

渉
＊
Ｕ
Ｒ
都
市
機
構
連
携
研
究
会

各
ブ
ロ
ッ
ク
（
北
、
南
、
城
北
・
東)

会
議

幹
事
会
等
年
間
数
回
開
催
の
会
議
に
出
席

連
盟
」
総
会

11
月
21
日

立
憲
民
主
党
「
Ｕ
Ｒ
住
宅
居
住
者
を
支
援

す
る
議
員
連
盟
」
総
会

11
月
27
日

共
産
党
国
会
議
員
団
と
の
懇
談

11
月
30
日

公
明
党
Ｕ
Ｒ
住
宅
等
居
住
の
安
定
等
推
進

委
員
会

12
月
6
日

全
国
公
団
居
住
者
総
決
起
集
会

２
０
２
４
年

１
月
22
日

国
会
議
員
へ
の
要
請
行
動

*

Ｕ
Ｒ
本
社
と
の
定
例
懇
談
会
・
・
連
携
研
究
会

在
京
（
千
葉
・
茨
木
、
埼
玉
、
多
摩
、
神
奈
川
・
東

京
23
区
各
自
治
協
）
幹
事
会

全
国
幹
事
会
等
年
間
数
回
の
会
議
開
催
に
出
席

（
２
３
区
自
治
協
関
係
）

６
月
４
日

23
区
自
治
会
協
議
会
「
定
期
総
会
」

９
月
30
日

統
一
行
動
に
向
け
「
団
地
代
表
者
会
議
」

２
０
２
３
年
11
月
、
文
章
で
北
住
ま
い
セ
ン
タ
ー
へ

要
望
書
の
提
出
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。

①
計
画
修
繕
②
団
地
環
境
整
備
事
業
③
駐
車
場
・
駐

輪
場
・
バ
イ
ク
問
題
④
災
害
・
大
規
模
水
害
⑤
共
益
費

で
は
残
置
物
（
家
電
等
）
の
撤
去
費
用
の
内
訳
⑥
継
続

30
年
居
住
し
て
い
る
世
帯
の
畳
・
襖
・
ク
ロ
ス
の
無
料

交
換
工
事
の
進
捗
状
況
な
ど
の
他
高
齢
者
等
へ
の
安
全

手
摺
設
置
に
関
し
て
現
在
の
風
呂
場
、
ト
イ
レ
の
ほ
か

玄
関
に
も
設
置
要
望
も
出
し
ま
し
た
。

「
第
13
回
団
地
の
生
活
と
住
ま
い

ア
ン
ケ
ー
ト
」

２
０
２
３
年
９
月
に
実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
は
５

３
９
世
帯
の
回
収
戸
数
で
回
収
率
は
２
４
．
３
％
で
し

た
。
空
家
住
戸
や
外
国
の
世
帯
も
あ
り
少
な
い
回
収
率

で
は
あ
り
ま
す
が
、
集
計
結
果
は
世
帯
主
の
年
齢
が
70

歳
か
ら
75
歳
が
66
，
８
％
で
前
回
の
２
０
２
０
年
の
60

％
よ
り
上
昇
し
、
世
帯
収
入
も
年
金
だ
け
が
47
，
５

％
。
家
賃
負
担
が
大
変
重
い
と
回
答
し
た
世
帯
は
51
％

あ
り
そ
れ
で
も
住
み
続
け
た
い
と
回
答
し
た
世
帯
は
79

％
に
な
り
ま
し
た
。
早
計
に
判
断
す
る
こ
と
は
で
き
ま

せ
ん
が
、
今
よ
り
安
い
家
賃
に
住
み
替
え
た
い
が
都
営

住
宅
に
、
応
募
し
て
も
倍
率
が
高
く
、
入
る
こ
と
が
難

し
く
、
民
間
の
賃
貸
住
宅
で
は
高
齢
者
を
拒
む
傾
向
が

あ
る
こ
と
と
、
一
番
は
住
み
慣
れ
、
知
り
合
い
も
増

え
、
生
活
し
や
す
い
環
境
の
王
子
五
丁
目
団
地
に
住
み

続
け
た
い
と
考
え
て
お
ら
れ
る
方
が
多
い
の
で
は
と
推

察
で
き
ま
す
。
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環境リサイクル特別会計報告 自2023年４月１日～至2024年３月31日

収 入 支 出

前 期 繰 越 金 45,394 業 者 等 費 用 268,942

古 紙 等 回 収 報 奨 金 824,540 通 信 費 0

カン・ビン回収報償金 317,200 現金売用トイレットペーパー仕入 89,100

トイレットペーパー売上 39，900 居 住 者 還 元 356,400

一 般 会 計 へ の 繰 入 100,000

受 取 利 息 2 料

0

次年度への繰越金 412,594
合 計 1,227,036 合 計 1,227,036

記念事業特別会計報告

収 入 支 出
前 期 繰 越 金 1,466,924
積 立 金 0
受 取 利 息 187 次 年 度へ の 繰 越金 1,467,111

合 計 1,467,111 合 計 1,467,111

第47回団地まつり会計報告
収 入 支 出

前 年 度よ り 繰 越 金 422,185 電 気 関 係 費 用 313,152
居 住 者 寄 付 金 630,600 記 念 タ オ ル 代 107,460
居住者以外の寄付金 226,000 行 事 費 116,906
出 店 料 71,500 集 会 所 使 用 料 23,700
受 取 利 息 16 レ ン タ ル 費 用 69,410

渉 外 費 45,000
ゴ ミ 処 理 費 用 10,416
通 信 費 3,192
や ぐ ら 工 事 66,637
こ ど も 山 車 95,307
消 耗 品 費 6,938
本 部 関 係 110,729
保 険 料 16,420

次年度への繰越金 365,034
合 計 1,350,301 合 計 1,350,301

〔注1〕事務所確立積立金は、今後の自治会活動強化や災害対策のため積立して
いるものです。

自2023年４月１日～至2024年３月31日

2023年３月31日

家賃問題特別会計報告
収 入 支 出

前 期 繰 越 金 491,367 活 動 費 14,916
統 一 行 動 カ ン パ 343,170 ﾘ ｰ ﾌ ・ﾊ ﾟ ﾝ ﾌ ﾚ ｯ ﾄ 代 52,000
受 取 利 息 22 カンパ自治協納付金 240,200

次年度への繰越金 527,443
合 計 834,559 合 計 834,559

収 入 支 出
前 期 繰 越 金 194,735 2 0 2 2 年 度 払 戻 金 6,900
2 0 2 3年度灯油券代 266,800 2 0 2 2年度灯油代金 46,000

2 0 2 3年度灯油代金 163,300
受 取 利 息 6 活 動 費 4,954

次年 度 へ の繰 越 金 240,387
合 計 461,541 合 計 461,541

灯油共同購入特別会計報告

区事務委託料特別会計報告

収 入 支 出
前 期 繰 越 金 4,721,786

2023年度事務委託料 1,899,750 一般会計へ繰り入れ 2,400,000

受 取 利 息 36 次 年 度へ の 繰越 金 4,221,572

合 計 6,621,572 合 計 6,621,572

来客用駐車場特別会計報告
収 入 支 出

前 期 繰 越 金 38,283 一般会計へ繰り入れ 150,000
駐 車 場 料 金 191,200 ﾌﾟﾘﾍﾟｲﾄﾞ払い戻し 2,000
URよりﾌﾟﾘﾍﾟｲﾄﾞ返金 15,800 消耗品費 1,863
受 取 利 息 1 次 年 度へ の 繰越 金 91,421

合 計 245,284 合 計 245,284

緊急連絡員特別会計報告

収 入 支 出

前 期 繰 越 金 36,581 一般会計へ繰り入れ 350,000

委 託 料 金 516,120 通 信 費 95,177

受 取 利 息 5 次 年 度 への 繰 越金 107,529

合 計 552,706 合 計 552,706

自2023年４月１日～至2024年３月31日

自2023年４月１日～至2024年３月31日

自2023年４月１日～至2024年３月31日

自2023年４月１日～至2024年３月31日

自2023年４月１日～至2024年３月31日

合同貸借対照表

資産の部 金 額 繰 越 金 金 額

現 金 0 一 般 会 計 1,206,729

普 通 預 金 13,392,971 環境リサイクル特別会計 412,594

定 期 預 金 6,419,432 家 賃 問 題 特 別 会 計 527,443

灯油共同購入特別会計 240,387

区事務委託料特別会計 4,221,572

記 念 事 業 特 別 会 計 1,467,111

来客用駐車場特別会計 91,421

緊急連絡員特別会計 107,529

事 務 所 確 立 積 立 金 4,952,321

慰 労 金 積 立 金 6,084,527

ふれあいサロン会計 189,469

助 け 合 い 会 計 311,300

合 計 19,812,403 合 計 19,812,403

2024年3月31日

自
治
会
が
立
ち
上
げ
た
日
常
的
な
困
り
ご
と
の
手
助
け

を
お
こ
な
う
、
居
住
者
相
互
に
よ
る
「
た
す
け
あ
い
の
会
」

Ｊ
Ｓ
日
本
総
合
住
生
活
㈱
と
の
連
携

自
治
会
活
動
な
ど
の
情
報
を
迅
速
に
伝
え
る
た
め
、
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
や
ｘ
の
活
用
も
す
す
め
、
ポ
ス
タ
ー
掲
示
や

会
報
発
行
な
ど
に
つ
と
め
て
き
ま
し
た
。
ま
た
自
治
会

は
、
専
門
部
体
制
の
強
化
等
を
実
施
し
て
き
ま
し
た
が
、

今
期
も
役
員
が
定
数
に
満
た
な
い
中
、
役
員
会
の
開
催
や

専
門
部
の
会
議
等
も
開
き
、
会
員
世
帯
に
協
力
を
も
と
め

つ
つ
活
動
し
て
き
ま
し
た
。
居
住
者
が
利
用
し
や
す
い
よ

う
土
曜
日
の
午
前
中
自
治
会
事
務
所
開
設
も
お
こ
な
い
ま

し
た
。

「
た
す
け
あ
い
活
動
」

灯
油
共
同
輸
入
を
実
施
し
ま
し
た
。

行
政
や
公
的
機
関
と
の
パ
イ
プ
役

広
報
活
動
・
役
員
会
な
ど

公
団
自
治
協
や
町
会
自
治
会
連
合
会
で
の
活

動
他
の
公
団
団
地
自
治
会
と
連
携
を
は
か
る
た
め
に
、

23
区
自
治
協
や
全
国
自
治
協
へ
、
会
長
、
副
会
長
を
派

遣
の
構
成
自
治
会
と
し
て
も
力
を
発
揮
し
て
き
ま
し

た
。
地
元
の
王
子
町
会
自
治
会
連
合
会
や
北
区
の
明
る

い
選
挙
推
進
委
員
、
民
生
委
員
児
童
委
員
、
青
少
年
王

子
地
区
委
員
会
な
ど
地
域
の
関
係
す
る
組
織
に
代
表
を

派
遣
す
る
な
ど
、
地
域
で
も
重
要
な
活
動
を
お
こ
な
っ

て
き
ま
し
た
。

共
同
購
入

フ
ェ
ス
タ
王
五
の
会
場
も
含
め
３
回
の
修
繕
相
談
会

が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

自
治
会
は
行
政
・
公
的
機
関
の
窓
口
と
し
て
、
さ
ま
ざ
ま

な
受
託
事
務
や
広
報
活
動
の
ほ
か
、
団
地
居
住
者
と
行
政
の

パ
イ
プ
役
と
し
て
、
ま
た
、
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
組
織
と

し
て
の
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

は
、
病
院
へ
の
送
り
迎
え
や
、
家
具
の
移
動
、
買
い
物
、
認

知
症
の
方
の
見
守
り
、
寝
た
き
り
の
方
へ
の
見
守
り
や
水
分

補
給
の
介
助
、
粗
大
ゴ
ミ
出
し
転
居
の
た
め
の
手
助
け
な

ど
、
２
３
４
件
の
依
頼
が
あ
り
、
活
動
会
員
（
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
）
の
協
力
を
え
て
対
応
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。

都
市
機
構
と
自
治
協
と
の
連
携
研
究
の
一
環
と
し
て
、
管

理
・
運
営
を
委
託
さ
れ
た
Ｅ
ラ
ウ
ン
ジ
で
は
、
団
地
内
の
高

齢
者
や
、
近
隣
高
齢
者
に
む
け
て
、
王
子
光
照
苑
高
齢
者
あ

ん
し
ん
セ
ン
タ
ー
の
出
張
相
談
窓
口
（
毎
週
月
曜
日
の
午
前

９
時
３
０
分
～
午
後
４
時
）
が
開
設
さ
れ
ま
し
た
。

毎
月
第
２
火
曜
日
開
催
の
「
俳
句
教
室
」
、
（
俳
句
教
室

に
は
講
師
謝
礼
の
た
め
一
部
自
治
会
よ
り
１
０
，
０
０
０
円

を
補
助
）
。
第
３
月
曜
日
は
「
麻
雀
教
室
」
（
参
加
無
料
）

を
王
子
光
照
苑
と
協
力
し
な
が
ら
団
地
内
外
か
ら
の
参
加
希

望
者
を
受
け
入
れ
て
開
催
し
ま
し
た
。

生
活
支
援
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
、
民
生
委
員
、
高
齢
者
安
心
セ

ン
タ
ー
と
連
携
を
と
り
な
が
ら
、
高
齢
者
へ
の
見
守
り
や
手

助
け
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。
家
賃
減
額
措
置
の
添
付
書
類
の

住
民
票
や
課
税
証
明
な
ど
代
行
業
務
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。

高
齢
者
あ
ん
し
ん
セ
ン
タ
ー
か
ら
「
お
た
が
い
さ
ま
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
協
力
員
」
に
２
名
が
委
託
さ
れ
一
人
暮
ら
し
の
お

年
寄
り
を
見
守
る
活
動
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。

自
治
会
で

購
入
し
た
２
台
の
車
イ
ス
も
、
買
い
物
や
病
院
へ
の
通
院
、

入
退
院
時
の
送
迎
に
年
間
を
と
お
し
て
２
０
１
回
の
利
用
が

あ
り
、
ま
た
、
地
域
の
中
継
拠
点
と
し
て
、
車
イ
ス
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
事
業
と
し
て
、
車
イ
ス
の
近
隣
住
民
へ
の
貸
し
出
し

も
お
こ
な
い
ま
し
た
。

都
市
機
構
と
の
連
携
・
Ｅ
ラ
ウ
ン
ジ
の
活
用

（
高
齢
者
へ
の
取
り
組
み
・
福
祉
活
動
）

３
、
団
地
生
活
に
な
く
て
は
な
ら

な
い
自
治
会
活
動

王
子
町
会
自
治
会
連
合
会
の
一
員
と
し
て
、
青
少
年
王
子

地
区
委
員
会
の
行
事
、
「
お
た
の
し
み
会
」
、
「
家
族
ふ
れ

あ
い
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
」
、
「
ラ
ジ
オ
体
操
会
」
、
「
ボ
ッ

チ
ャ
大
会
」
が
開
催
さ
れ
、
王
子
東
児
童
館
主
催
の
「
こ
ん

こ
ん
ま
つ
り
」
等
に
推
進
委
員
が
参
加
し
ま
し
た
。
「
ウ
オ

ー
ク
ラ
リ
ー
大
会
」
は
雨
の
た
め
中
止
と
な
り
ま
し
た
。

「
区
民
ま
つ
り
」
、
「
平
和
祈
念
事
業
」
の
一
環
と
し
て

「
納
涼
盆
踊
り
大
会
」
が
開
催
さ
れ
役
員
が
参
加
を
し
ま
し

た
。

王
子
町
会
自
治
会
連
合
会
の
活
動
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公団王子五丁目団地 自治会入会申込書

☆円滑な団地生活のためにも、未入会世帯はぜひともご入会ください。下の入会申込書に記入のうえ、自治
会事務所にご持参いただくか、事務所のポストへ投函してください。ファックス、ｅ-mailでもどうぞ。

公団王子五丁目団地自治会に入会を申し込みます。

号棟 号室 （TEL）

ふりがな

世帯主お名前

年 月 日 公団王子五丁目団地自治会御中

［事務所］王子五丁目団地（２号棟）１１０号室
〔Tel＆Fax〕3913-6723 〔mail〕ougo@m3.dion.ne.jp

◇会費は月500円です

2023年度決算報告書2024年度予算案

科 目 予 算 額 決 算 額
会 費 等 収 入 5,120,000 3,255,000

会 費 収 入 5,000,000 3,179,000
入 会 金 収 入 20,000 4,000
賛 助 会 費 100,000 72,000

区 助 成 金 等 400,000 411,185
区事務委託料特別会計繰入 2,400,000 2,400,000
緊急連絡員特別会計繰入 350,000 350,000
来客用駐車場特別会計繰入 150,000 150,000
環境リサイクル特別会計繰入 100,000 100,000
雑 収 入 100,000 185,092
前 年 度 繰 越 金 827,261 827,261

合 計 9,447,261 7,678,545

自 治 会 活 動 費 1,050,000 424,688
活 動 費 400,000 239,611
通 信 費 100,000 69,369
交 通 費 150,000 0
慶 弔 費 300,000 90,000
会 議 費 100,000 25,708

広 報 費 400,000 103,563
行 事 費 1,000,000 417,508
事 務 局 活 動 費 4,150,000 3,654,117

事 務 局 員 活 動 費 3,750,000 3,279,500
配 布 料 400,000 374,617

運 営 費 1,200,000 1,041,940
事 務 所 経 費 350,000 316,800
消 耗 品 費 300,000 302,148
備 品 購 入 費 100,000 54,832
備 品 リ ー ス 費 450,000 368,160

分 担 金 611,000 584,000
公 団 自 治 協 480,000 480,000
連 合 町 会 50,000 23,000
防 火 協 会 25,000 25,000
防 犯 協 会 45,000 45,000
清 掃 協 力 会 11,000 11,000

記念事業特別会計引当金 0
慰 労 金 積 立 引 当 金 246,000 246,000
予 備 費 790,261 0
次 年 度 繰 越 金 1,206,729

合 計 9,447,261 7,678,545

自 2023年４月１日
至 2024年３月31日

科 目 予 算 額 2023年度実績
会 費 等 収 入 5,120,000 3,255,000

会 費 収 入 5,000,000 3,179,000
入 会 金 収 入 20,000 4,000
賛 助 会 費 100,000 72,000

区 助 成 金 等 400,000 411,185
区事務委託料特別会計繰入 2,400,000 2,400,000
緊急連絡員特別会計繰入 350,000 350,000
来客用駐車場特別会計繰入 150,000 150,000
環境リサイクル特別会計繰入 100,000 100,000
雑 収 入 100,000 185,092
前 年 度 繰 越 金 1,206,729 827,261

合 計 9,826,729 7,678,545

収入の部
自 2024年４月１日

至 2025年３月31日 収入の部

会計監査報告書

公団王子五丁目団地自治会の2023年度会計監査を4月

2日午前、自治会事務所で実施しました。

貸借対照表および決算書の正確性、資産の監理状

況、業務処理状況について詳細に監査したところ、い

ずれも的確に処理されていることを確認しました。

照合資料 １．金銭出納帳および預金通帳

２．収支伝票および付属資料

３．科目別勘定台帳

４．会費納入台帳

2024年4月2日

会計監査委員 石 原 妙 子（印）

〃 岩 崎 佳奈恵（印）

会費をいただく方法
どれかに○をお願いします

◇金融機関自動振替

・城北信用金庫東十条支店

・第一勧業信用組合東十条

支店

・ゆうちょ銀行

◇ゆうちょ銀行払込

◇集金

◇事務所へ直接持参

支出の部 支出の部

収 入 支 出
前 期 繰 越 金 189,461 活 動 費 0
売 り 上 げ 0 仕 入 れ 0
受 取 利 息 8 消 耗 品 費 0

次年度への繰越金 189,469
合 計 189,469 合 計 189,469

収 入 支 出
前 期 繰 越 金 407,688 活 動 費 259,900
入 会 金 13,000 事 務 手 数 料 34,100
チケット売り上げ 189,500 保 険 料 4,900
受 取 利 息 12 次年度への繰越金 311,300

合 計 610,200 合 計 610,200

ふれあいサロン会計報告 助け合いの会会計報告
自 2023年４月１日
至 2024年３月31日

自 2023年４月１日
至 2024年３月31日

自 治 会 活 動 費 1,050,000 424,688
活 動 費 400,000 239,611
通 信 費 100,000 69,369
交 通 費 150,000 0
慶 弔 費 300,000 90,000
会 議 費 100,000 25,708

広 報 費 400,000 103,563
行 事 費 1,000,000 417,508
事 務 局 活 動 費 4,150,000 3,654,117

事 務 局 員 活 動 費 3,750,000 3,279,500
配 布 料 400,000 374,617

運 営 費 1,200,000 1,041,940
事 務 所 経 費 350,000 316,800
消 耗 品 費 300,000 302,148
備 品 購 入 費 100,000 54,832
備 品 リ ー ス 費 450,000 368,160

分 担 金 611,000 584,000
公 団 自 治 協 480,000 480,000
連 合 町 会 50,000 23,000
防 火 協 会 25,000 25,000
防 犯 協 会 45,000 45,000
清 掃 協 力 会 11,000 11,000

記念事業特別会計引当金 0
慰 労 金 積 立 引 当 金 246,000 246,000
予 備 費 1,169,729
次 年 度 繰 越 金 996,722

合 計 9,826,729 7,468,538


